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令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
議
の
運
営
お
よ
び
諸
活

動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か

ら
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
北
海
道
地
区
で
は
、
地

元
市
町
村
や
関
係
団
体
と
共
に

要
望
し
て
き
た
道
東
自
動
車
道

の
阿
寒
Ｉ
Ｃ
～
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
間

が
令
和
６
年
12
月
22
日
に
開
通

し
、
釧
路
市
と
札
幌
市
が
高
速

道
路
で
直
結
し
た
こ
と
で
、
大

規
模
災
害
時
の
輸
送
ル
ー
ト
の

強
化
や
救
急
搬
送
の
安
定
性
・

速
達
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る

な
ど
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
が
着
実
に
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
関

係
者
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
元
日
に
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し
、
救
援
活

動
や
支
援
物
資
の
輸
送
等
に
お

い
て
、
高
規
格
道
路
を
骨
格
と

す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

平
時
だ
け
で
な
く
災
害
時
も
含

め
て
極
め
て
重
要
だ
と
い
う
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
が
、
北

海
道
で
も
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
の
発
生
が

切
迫
し
て
い
る
な
ど
、
激
甚
化

・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の

対
策
と
し
て
、
高
規
格
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
る
国

道
と
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
分
散
型
の
社
会

を
構
成
す
る
北
海
道
に
お
い
て

は
、
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
解
消
や
ダ
ブ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
機
能
向

上
は
、
北
海
道
の
強
み
で
あ
る

「
食
」
と
「
観
光
」
を
活
か

し
、
我
が
国
最
大
の
食
糧
供
給

地
域
と
し
て
の
持
続
的
発
展

や
、
観
光
立
国
を
先
導
す
る
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
観
光
地
域

づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
救
急
搬
送
や
災
害
時
の
緊

急
輸
送
を
担
う
な
ど
、
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
に
必
要

不
可
欠
な
、
ま
さ
に
「
命
の
み

ち
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期

整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
関
係

団
体
と
連
携
し
、
昨
年
７
月
、

11
月
に
は
道
内
各
市
町
村
長
と

と
も
に
関
係
国
会
議
員
を
は
じ

め
、
財
務
省
や
国
土
交
通
省
な

ど
を
訪
れ
、
道
内
の
高
規
格
道

管
理
及
び
長
寿
命
化
対
策
、
防

雪
・
除
融
雪
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
冬
期
道
路
交
通
対
策
及
び

交
通
事
故
対
策
な
ど
、
必
要
と

さ
れ
る
事
業
が
重
点
的
か
つ
効

率
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
国

の
積
極
的
な
財
政
支
援
と
予
算

措
置
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
物
流
・
人
流
の
生

産
性
を
向
上
し
、
地
域
連
携
を

強
化
す
る
た
め
に
は
、
安
全
か

つ
円
滑
な
輸
送
を
確
保
す
る
た

め
の
重
要
物
流
道
路
の
追
加
指

定
や
機
能
強
化
の
推
進
、
高
規

格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

の
解
消
、
主
要
幹
線
道
路
の
渋

滞
対
策
、
高
速
道
路
料
金
の
事

業
者
向
け
割
引
の
継
続
及
び
拡

充
、
高
速
道
路
に
お
け
る
ト
ラ

ッ
ク
駐
車
ス
ペ
ー
ス
等
の
整
備

　

令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ

り
当
会
議
の
運
営
や
活
動
に
対

し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
、
そ
し
て
多
大
な
る
ご
支

援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
元
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
は
、
石
川
県
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
多
数
の
家
屋
倒
壊
や
土

砂
崩
落
に
よ
り
、
尊
い
人
命
や

財
産
が
失
わ
れ
た
ほ
か
、
上
下

水
道
を
は
じ
め
と
す
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
や
道
路
等
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
に
も
深
刻
な
影
響
が
及
び

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
孤
立
集

落
が
発
生
す
る
な
ど
、
住
民
生

活
や
経
済
活
動
に
も
大
き
な
支

障
が
生
じ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
悔
や
み

と
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と

　

ま
た
、
道
路
の
安
全
・
安
心

確
保
に
向
け
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ

ル
、
舗
装
な
ど
の
老
朽
化
対
策

や
交
通
安
全
対
策
、
無
電
柱

化
、
自
転
車
利
用
環
境
の
整
備

も
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
で
す
。

　

さ
ら
に
、
生
産
性
向
上
や
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

を
目
指
し
、
道
路
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
、
渋
滞
対
策
の

実
施
、
地
域
の
拠
点
と
な
る

「
道
の
駅
」
の
機
能
強
化
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
、
「
道
は
命
、

道
は
国
の
力
」
と
い
う
現
場
の

切
実
な
声
に
耳
を
傾
け
、
道
路

整
備
・
管
理
の
た
め
の
財
源
の

充
実
や
強
化
に
向
け
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
輝

か
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
議
の
運
営
お
よ
び
諸
活

動
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
畿
地
区
で
は
、
今
年
春

に
は
国
道
42
号
有
田
海
南
道

路
・
冷
水
拡
幅
（
小
南
～
冷

水 

３
・
３
㎞
）
、
秋
に
は
国
道

８
号
米
原
バ
イ
パ
ス
（
２
・
２

㎞
）
、
国
道
１
６
１
号
湖
西

道
路
（
真
野
～
坂
本
北 

６
・
６

㎞
）
等
が
開
通
す
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
近
畿
圏
に
お
い
て
は
、

令
和
６
年
１
月
の
大
雪
に
よ

り
、
名
神
高
速
道
路　

関
ケ
原

Ｉ
Ｃ
付
近
で
大
規
模
な
立
ち
往

生
が
発
生
し
、
人
・
物
の
輸
送

を
は
じ
め
国
民
経
済
・
生
活
に

お
い
て
、
多
大
な
影
響
が
生
じ

ま
し
た
。

　

今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
な
ど
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ

れ
て
い
る
近
畿
圏
に
お
い
て

は
、
強
靱
な
国
土
を
形
成
す
る

た
め
、
災
害
に
強
い
国
土
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が

急
務
で
あ
り
、
高
規
格
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
道
路
施

設
の
老
朽
化
対
策
等
の
抜
本
的

な
対
策
を
は
じ
め
、
国
土
強
靱

化
に
関
す
る
施
策
を
効
率
的
に

進
め
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
な
ど
、
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年

加
速
化
対
策
」
を
重
点
的
か
つ

集
中
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
高
規
格
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、
国

際
競
争
力
の
強
化
や
地
方
創

生
、
４
月
に
開
催
さ
れ
ま
す

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

（
大
阪
・
関
西
万
博
）
を
契
機

と
し
た
近
畿
圏
の
成
長
、
ひ
い

て
は
日
本
国
の
発
展
に
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
今
の
物
価
高
騰

な
ど
に
よ
り
、
地
域
経
済
で
も

多
く
の
業
種
で
影
響
を
受
け
て

い
る
中
、
観
光
や
製
造
業
な
ど

広
範
囲
に
わ
た
り
波
及
効
果
を

も
た
ら
す
道
路
整
備
を
、
一
層

着
実
に
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
土
強
靱

化
実
施
中
期
計
画
を
早
期
に
策

定
し
、
今
後
の
道
路
整
備
や
老

朽
化
対
策
等
に
つ
い
て
、
切
れ

目
な
く
計
画
的
・
安
定
的
に
推

し
進
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
近
畿

圏
の
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、

近
畿
圏
全
体
の
発
展
に
資
す

る
、
道
路
整
備
に
よ
る
ス
ト
ッ

ク
効
果
を
早
期
か
つ
効
率
的
に

発
揮
さ
せ
る
た
め
、
当
会
議
と

し
ま
し
て
も
、
令
和
７
年
度
道

路
関
係
予
算
に
お
い
て
、
高
規

格
道
路
か
ら
生
活
道
路
に
至
る

ま
で
道
路
整
備
が
着
実
に
推
進

さ
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
、
長
期

的
か
つ
安
定
的
に
道
路
関
係
予

算
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
全
国

各
地
の
道
路
利
用
者
会
議
や
道

路
団
体
と
共
に
、
引
き
続
き
、

強
く
訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
当
会
議

の
運
営
及
び
諸
活
動
に
つ
き
ま

し
て
、
日
ご
ろ
よ
り
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
宮
城
県
の
離
島
出

島
に
接
続
す
る
「
出
島
大
橋
」

が
開
通
し
た
ほ
か
、
岩
手
県
で

は
県
道
花
巻
大
曲
線
「
川
舟
ト

ン
ネ
ル
」
の
開
通
、
山
形
県
で

は
国
道
４
５
８
号
「
本
合
海
バ

イ
パ
ス
」
の
全
線
開
通
、
福
島

県
で
は
国
道
１
１
８
号
「
小
沼

崎
バ
イ
パ
ス
」
の
開
通
な
ど
、

こ
れ
ら
道
路
網
の
整
備
に
よ
り

利
便
性
・
安
全
性
が
向
上
し
、

さ
ら
な
る
物
流
の
効
率
化
や
、

交
通
混
雑
の
緩
和
、
観
光
の
振

興
、
地
域
産
業
の
振
興
な
ど
東

北
地
域
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
近
年
、
全
国
的
に
大

雨
や
地
震
な
ど
に
よ
り
多
く
の

自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る

中
、
東
北
地
域
に
お
い
て
も
、

昨
年
７
月
に
は
秋
田
県
及
び
山

形
県
で
の
豪
雨
災
害
、
８
月
に

は
岩
手
県
で
台
風
第
５
号
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
、
「
激
甚
災

害
」
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
多

く
の
道
路
で
通
行
止
め
が
発
生

し
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
の
必
要
性
を
改

め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

社
会
資
本
整
備
の
遅
れ
て
い

る
東
北
地
域
に
と
っ
て
は
、
高

規
格
道
路
か
ら
市
町
村
道
の
生

活
道
路
に
至
る
ま
で
、
災
害
に

強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
や
道
路
施
設
の
適
正
な
維
持

路
に
お
け
る
「
着
手
済
区
間
の

早
期
整
備
や
未
着
手
区
間
の
早

期
着
手
」
に
つ
い
て
、
強
く
訴

え
か
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
高
度
経
済
成
長
期
に

集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
橋
梁
や

ト
ン
ネ
ル
と
い
っ
た
道
路
施
設

の
老
朽
化
や
、
積
雪
寒
冷
地
で

あ
る
本
道
特
有
の
冬
期
間
の
厳

し
い
気
象
条
件
に
よ
る
交
通
障

害
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
冬
期

の
降
雨
・
融
雪
に
よ
る
舗
装
損

傷
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
北
海
道
の
骨
格
を
形

成
す
る
高
規
格
道
路
か
ら
身
近

な
市
町
村
道
に
至
る
道
路
網
の

整
備
や
老
朽
化
対
策
な
ど
を
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
も
私
た
ち
道
民
が
安
全
・
安

心
に
暮
ら
す
た
め
に
、
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
の
推
進
は

も
と
よ
り
、
そ
の
後
も
中
長
期

的
見
通
し
の
下
、
継
続
的
・
安

定
的
に
国
土
強
靱
化
の
取
組
を

進
め
る
た
め
、
国
土
強
靱
化
実

施
中
期
計
画
を
早
期
に
策
定
し

て
い
た
だ
き
、
必
要
な
予
算
・

財
源
を
別
枠
で
確
保
し
て
い
た

や
拡
張
、
暫
定
２
車
線
区
間
の

４
車
線
化
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

な
ど
の
バ
ス
利
用
拠
点
及
び
タ

ク
シ
ー
専
用
乗
り
場
の
整
備
や

改
善
な
ど
、
国
民
の
安
全
・
安

心
な
生
活
を
支
え
る
物
流
業
者

や
交
通
事
業
者
が
抱
え
て
い
る

諸
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ

り
、
長
期
的
・
安
定
的
な
国
の

支
援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
諸
課
題
の
解
決
、
活

力
あ
る
地
域
社
会
や
快
適
な
生

活
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
今

後
も
関
係
各
方
面
へ
全
力
で
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
、
私
か
ら
の
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

だ
く
よ
う
、
引
き
続
き
国
へ
強

く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
道
路
整
備
に
必
要

な
予
算
の
総
額
確
保
に
向
け
、

全
国
道
路
利
用
者
会
議
の
会
員

の
皆
様
と
と
も
に
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り

ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
地
震
は
、
私
た
ち
に
道

路
整
備
の
重
要
性
と
、
災
害
時

に
お
け
る
「
復
旧
・
復
興
の
い

の
一
番
」
が
道
路
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
強
く
認
識
さ
せ
ま
し

た
。
道
路
が
な
け
れ
ば
、
水
、

食
料
、
医
療
品
、
機
材
、
人
員

の
い
ず
れ
も
被
災
地
に
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
人
命
救

助
の
遅
れ
に
も
直
結
す
る
た

め
、
道
路
こ
そ
が
命
を
守
る
最

も
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
度
成
長
期
以
降
に
集
中
的

に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
の
機

能
強
化
を
推
進
す
る
た
め
、
必

要
な
事
業
規
模
と
期
間
を
盛
り

込
ん
だ
「
国
土
強
靱
化
実
施
中

期
計
画
」
を
早
期
に
策
定
す
る

こ
と
は
、
議
論
の
余
地
も
な
い

必
須
の
課
題
で
す
。
同
時
に
、

多
重
性
や
代
替
性
を
備
え
た
災

害
に
強
い
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
や
高
規
格

道
路
の
整
備
が
必
要
で
す
。

　

令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
当
会
議

の
運
営
及
び
諸
活
動
に
つ
き
ま

し
て
、
日
頃
か
ら
格
別
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
１
月
に
発
生
し
た
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
は
、
石
川

県
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
、
道
路
が
大
規
模
に
被

災
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
寸
断

さ
れ
る
な
ど
、
社
会
生
活
に
多

大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被

害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

　

道
路
は
、
豊
か
な
生
活
と
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る

と
と
も
に
、
物
流
・
経
済
活
動

を
支
え
る
社
会
基
盤
で
あ
り
、

災
害
時
に
は
、
避
難
活
動
、
救

助
活
動
、
並
び
に
救
援
物
資
輸

送
を
支
え
る
「
命
の
道
」
で
も

あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
当
地
域
に
お
い

て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
多
重

性
や
代
替
性
を
備
え
た
災
害
に

強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重

要
性
を
改
め
て
強
く
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
部
地
区
は
、
モ
ノ

づ
く
り
を
中
心
と
し
た
数
多
く

の
企
業
が
集
積
し
た
、
日
本
の

経
済
成
長
を
リ
ー
ド
し
て
い
る

地
域
で
あ
り
、
本
年
４
月
に

は
、
名
古
屋
高
速
の
一
部
区
間

の
制
限
速
度
が
緩
和
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

経
済
活
動
の
生
産
性
向
上
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進

を
図
る
た
め
に
も
、
こ
の
地
区

の
物
流
を
支
え
る
広
域
的
な
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
多
く
の
道
路

利
用
者
か
ら
更
な
る
整
備
に
つ

い
て
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
供
達
の
安
全
安

心
を
守
る
た
め
の
通
学
路
の
交

通
安
全
対
策
の
強
化
・
推
進
は

喫
緊
の
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す

し
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
等
の
利
用
者
目
線
で
の

渋
滞
対
策
の
推
進
、
交
通
タ
ー

ミ
ナ
ル
や
休
憩
施
設
の
機
能
強

化
、
中
継
物
流
拠
点
の
整
備
及

び
交
通
結
節
機
能
の
強
化
な

ど
、
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
課
題
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
層
の

予
算
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
し
、
資
材
価
格
の
高
騰
や

賃
金
水
準
の
上
昇
に
対
応
す
る

中
で
も
必
要
な
道
路
整
備
・
管

理
が
長
期
安
定
的
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
新
た
な
財
源
の
創
設

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

道
路
整
備
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
当
会
議
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
中
部
・
北
陸
地
域
の

一
体
的
な
発
展
の
た
め
、
道
路

利
用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
必
要
な
関
係
事
業
予
算

の
獲
得
や
道
路
整
備
財
源
の
充

実
・
強
化
に
向
け
た
要
望
活
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


